
　各務原市のNPO「k
ケー
‐i
アイティ
tシティー・コンソーシアム」が

主催する手作りアニメコンテスト「2011かかみがはら
アニメコンテスト」で、甲賀市内の小学生２グループが最
高賞である各務原市長賞、特別賞に輝きました。
　受賞作品は、７月24日にあいこうか市民ホールで行わ
れたワークショップ「体験☆ねんどが動くアニメを作ろ
う！～クレイアニメの世界へ～」で作成されたものです。
同NPOの指導の下、５～６名のグループでねんどを少し
ずつ動かしながらカメラで撮影し、アニメーションにす
るクレイアニメの作成に挑戦し、約300コマ30秒の作品
を完成させました。
　今年で３回目となるワークショップでは、市内から51
名が参加、全10作品をコンテストに出品しました。その
結果、100点以上の応募があった中から、戸

と
田
だ
梓
しず く
月さん、

倉
くら
橋
はし
もえさん、吉

よし
岡
おか
保
ほ
乃
の
さん、堀

ほっ
田
た
若
わか
葉
ば
さん、堀

ほっ
田
た
優
ゆう
樹
き
さ

んの作品「夏祭り」が市長賞に選ばれ、審査員からは「表現
に工夫があって、夏祭りの楽しさが画面一杯に広がって
います」と高い評価を受けました。また、よく知っている
話を逆にした発想の面白さが光る、味

み
田
た
梓
あず
生
き
さん、仲

なか
田
た
優
ゆ

羽
う
さん、高

たか
盛
もり
ちさとさん、河

かわ
合
い
南
みな
実
み
さん、河

かわ
合
い
明
あ
日
す
実
み
さん

による「ブラックズキンちゃん」がk‐it特別賞を受賞し
ました。
　作品は、同イベントでも上映され、来場した多くの人を
楽しませました。

市内小学生がアニメコンテストで最高賞受賞

▲市長賞受賞作品「夏まつり」

代表で賞状を受ける▶
堀田さん　

　高速バス（近鉄バス）の車体に甲賀
市のイメージを装飾した「こうか
ラッピングバス」が完成し、９月29日
から運行が始まりました。
　新名神高速道路を活用した観光戦
略に取り組む「こうかブランドマネ

ジメント会議」（会長：大橋淳一）
がデザインを公募し、県内外か
ら応募があった34点から、広島
市の木

きの
下
した
未
み
来
らい
さんの作品を採

用。信楽焼のタヌキをメインに
配したインパクトのあるデザイ
ンで、忍者や手裏剣、東海道の宿場の
街並みをイメージした木柵のほか、
新名神高速道路も描かれています。
両側面と後面に入った「甲賀へ行こ
うか」のキャッチコピーとともに、動
く広告塔として観光をＰＲします。

　運行開始前日の９月28日には土山
サービスエリアでお披露目会が開催
され、木下さんも出席。大橋会長や
中嶋市長らとともにテープカットで
完成を祝いました。
　バスは、新名神を経由し、ＪＲ新大
阪駅―近鉄四日市駅間を１日1.5往
復運行します。市内では、土山サー
ビスエリアに停車しますので、ぜひ
ご覧ください。

こうかラッピングバス発進
～新大阪―四日市間を運行～

動く
広告塔

土山ＳＡ停車時刻

行程①　　　	 行程②　　　

（上り）10：40	 （下り）８：09

（下り）14：14	 （上り）15：20

（上り）20：00	 （下り）18：44

※行程①と②を交互に運行
されます。

観光戦略推進室　観光戦略推進係
☎65-0708　Fax63-4087

問い合わせ

バスの完成を祝ってテープカット（右から２人目が木下氏）

動く広告塔として運行を開始したラッピングバス

甲賀市の皆様へ
　東日本大震災後
は、電気、電話、水
道が使えず食料も
乏しい中で、８千
人を超える避難者
がおり、我々も何
から手をつけたら
良いのかわからず
途方にくれたのを
覚えています。
　そのような中、救援物資が届けられる
のと同時に、全国自治体から多くの方が
応援に駆けつけていただき、様々なお手
伝いをいただきました。
　災害を受けた市の行政だけでは限界
があり、市民の理解、他の自治体や関係
機関の協力が大きな力になります。
　まだまだ歩みは遅いですが、皆様のお
かげで着実に復興に向けて歩き出して
いますので、いつか新しい大船渡市をお
見せできる日を楽しみにがんばります。

　

平
常
時
で
も

隊
員
や
車
両
な

ど
物
理
的
な
限

界
が
あ
る
よ
う

に
、大
規
模
災

害
に
な
る
ほ

ど
、す
ぐ
に
救

助
に
駆
け
つ
け

ら
れ
る
可
能
性
は
低
く
な
り
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、ま
ず
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
を
考
え
行
動
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
備
え

て
く
だ
さ
い
。

■
地
域
に
よ
っ
て
変
わ
る
医
療
ニ
ー
ズ
、

　
正
確
な
情
報
発
信
を

　

公
立
甲
賀
病

院
で
は
、震
災

直
後
Dデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

M
A
T

（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）を
、

そ
の
後
福
島
県

の
避
難
所
へ
は

医
療
救
護
班

を
、医
師
の
不
足
す
る
病
院
へ
は
医
師
を
派
遣
し
ま

し
た
。

　

災
害
の
種
類
や
規
模
の
ほ
か
、起
こ
る
地
域
に

よ
っ
て
も
必
要
な
医
療
が
変
わ
り
ま
す
。

　
効
果
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、ど
こ

に
何
が
必
要
か
と
い
う
現
状
把
握
と
、正
確
な
情
報

の
発
信
が
大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

災
者
と
向
き
合
い
、不
安
や
慣
れ
な
い
生
活
で

の
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
の
ケ
ア
を
は
じ
め
、イ

ン
フ
ラ
の
復
旧
、ま
ち
の
復
興
に
行
政
が
担
う

役
割
と
責
任
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

10
月
末
ま
で
に
予
定
す
る
者
も
含
め
派
遣
し

た
延
べ
91
人
の
経
験
を
市
の
防
災
行
政
に
し

っ
か
り
反
映
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、市
で
は
本
年
度
、業
務
継
続
計
画

と
地
域
防
災
計
画
の
原
子
力
災
害
対
策
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
業
務
継
続
計
画
は
、大
規
模
な
自
然
災
害
が

発
生
す
る
と
、市
役
所
の
通
常
業
務
は
復
旧
や

復
興
に
向
け
た
職
員
配
置
に
な
り
ま
す
。
一

方
で
は
、暮
ら
し
に
密
着
し
た
窓
口
業
務
も
市

民
生
活
の
う
え
で
継
続
し
て
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い

よ
う
市
役
所
組
織
全
体
を
機
能
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
地
域
防
災
計
画
の
原
子
力
災
害
対
策
の
策

定
は
、東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故

の
事
例
か
ら
、最
も
近
い
原
発
か
ら
80
㎞
圏
内

に
位
置
す
る
甲
賀
市
に
も
放
射
性
物
質
が
飛

来
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、情
報
伝
達

方
法
や
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、被
爆
医
療
体
制

な
ど
を
確
立
し
、非
難
方
法
や
必
要
な
資
材
等

の
整
備
な
ど
を
盛
り
込
む
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、自
然
災
害
時
に
お
け
る
市
民

皆
さ
ん
の
安
全
安
心
を
高
め
る
た
め
に
、市
で

は
防
災
力
強
化
に
力
点
を
お
い
た
施
策
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、自
然
が
人
の
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
力
で
襲
い
か
か
る
こ
と

は
こ
れ
ま
で
の
災
害
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
、ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、自
助
、共
助
、公
助
の
考
え
の
も

と
に
、ご
家
庭
や
地
域
で
災
害
か
ら
身
を
守
る

こ
と
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

  

危
機
管
理
課

  

☎
６
５
‐
０
６
６
５　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

各
家
庭
で
の
防
災
対
策

○
災
害
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り

　
家
屋
の
耐
震
補
強
、家
具
等
の
固
定

○
非
常
備
蓄
品
の
準
備

　
飲
料
水
、保
存
食
品
、医
薬
品
、そ
の
他
の

生
活
必
需
品
を
備
蓄
。

※�

家
族
が
３
日
間
程
度
過
ご
す
た
め
に
必
要

な
量
が
目
安

○
非
常
持
出
品
の
準
備

　
ラ
ジ
オ
、懐
中
電
灯
、予
備
の
電
池
、医
薬

品
、衛
生
用
品
、下
着・
靴
下
類
、雨
具・
防
寒

具
、簡
易
食
器
類
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
、ポ

リ
袋
な
ど
、リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と
め
て
入

れ
て
お
く
。

　
※�

季
節
に
よ
っ
て
必
要
な
も
の
が
異
な
る

　
※�

男
性
15
㎏
、女
性
10
㎏
が
目
安
、子
ど
も

は
自
分
で
持
て
る
大
き
さ
を

○�

地
域
の
避
難
場
所
と
、避
難
経
路
を

　
家
族
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、条
件
に
よ
っ
て
避
難
所
へ

逃
げ
る
事
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
は
、家
の
２
階
に
逃
げ
た
り
、近
く
の

安
全
な
場
所
の
堅
牢
な
家
屋
に
避
難
す
る
事

も
大
切
で
す
。

大船渡市総務部
防災管理室
鈴木昭浩次長 ▲甲賀市職員による大船渡市での給水活動

甲賀広域行政組合消防本部
消防総務課　西

に し

出
で

敏
と し

夫
お

さん
公立甲賀病院

川
か わ

嶋
し ま

剛
た け

史
し

 副院長
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